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研究成果の概要（和文）：先行研究とWHOガイドラインを統合し、イラストや動画によってわかりやすく「妊婦
がより健康であること」を促進する「How to」を示した助産師教育アプリを作成した。実証研究として、アプリ
導入に関する助産師の変化、妊婦の認識の変化について調査を遂行した。導入後１ヶ月間のアプリの使用率は継
続して高く、アプリ使用者と研究チームがアプリ上でコミュニケーションを行うことで遠隔でのディスカッショ
ンが進むことを確認できた。2019度末、新型コロナ感染症の拡大があり、現地の研究協力者に残りのデータ収集
を実施してもらった。遠隔による会議やコミュニケーションのツールの発達もあり、スムーズに遂行することが
できた。

研究成果の概要（英文）：Integrating previous research and WHO guidelines, we created a midwifery 
education app that provides easy-to-understand "how to" information to promote "healthier pregnant 
women" through illustrations and videos. As an empirical study, we conducted a survey on changes in 
midwives' and pregnant women's perceptions regarding the introduction of the app. At the end of 
2019, due to the pandemic of COVID-19, we asked our local collaborators to conduct the remaining 
data collection. With the development of remote meeting and communication tools, we were able to 
carry out the project smoothly.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
サハラ以南アフリカの妊産婦死亡率の高さに対し、助産ケアの改善のため、助産師が日常的にアクセス可能なア
プリ教材に、最新のWHOガイドラインと研究成果を組み合わせて、助産師が知識をアップデートできるようにし
た。今後この取り組みが、提供されるケアの質を改善するかを評価するが、前段階としてまず助産師がアプリを
使用できるか、現場のニーズに促しているかを評価した。社会的な意義として、最も医療アクセスの遅れている
アフリカの妊産婦への医療提供の改善を目指しており、また学術的意義として、mHealth分野で、ソーシャルメ
ディアのような双方向性のコミュニケーションを取り入れた新たな知見を創出している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 2016 年 9月に出版されたランセット誌の「Maternal Health 2016」シリーズでは、「全ての女
性、新生児は、どこであっても、質の高いケアを受ける権利がある」ことが謳われている
(McDougall et al., 2016)。本シリーズでは、ミレニアム開発目標(MDGs)で 1990 年から 2015 年
までに妊産婦死亡を 75%減少させることを目標としていたが、実際には 44%の減少に留まったこ
と、特にサブサハラ・アフリカ地域では、女性が妊娠・出産により死亡する生涯リスクが 36 分
の 1であり、先進国の 4900 分の 1との大きな格差があることから、死亡率の高い地域での予防
活動に注力すべきであることを強く訴えている。2030 年までの目標である持続可能な開発目標
(SDGs)では、全ての国で妊産婦死亡率を出産 10万対 70 以下とすることが設定されたが、タンザ
ニアでは 454(National Bureau of Statistics [NBS] Tanzania, 2010)と算出されており、ゴー
ルの達成には革新的なケアの改善が求められる。 
 全世界的に、妊産婦死亡の原因は、産後出血と妊娠高血圧症候群(PIH)の重症化がそれぞれ 18%
と 12%(McDougall et al., 2016)であり、その多くのケースは予防と早期発見、早期治療によっ
て、死亡を免れることができる。研究対象地区のタンザニア、タンガ州コログウェ県で行われた
妊産婦死亡のケース分析によると、死亡に至ったケースは全て、子癇発作とその後続いた出血で
あった（コログウェ県報告, 2016）。子癇発作は PIH が重症化して起こる痙攣発作であり、治療
が遅れると脳出血や常位胎盤早期剥離(胎盤が児娩出より前に剥がれること)による大出血を起
こす。こうしたケースは、日本に於いては健診時に高血圧傾向の発見と治療がされることで予防
されるが、タンザニア農村部で推奨されている「4回」以上受診をしている妊婦は 39.1%であり、
高血圧が早期に発見されにくい受診率の低さが課題である。またキロンベロ県では、深刻な合併
症を起こした妊婦のうち、22-37%しか妊婦健診における貧血の血液検査と尿淡泊検査を受けて
おらず、血圧は 69-87％しか測られていなかった(Nyamtema et al., 2016)。重症な合併症のう
ち、20%が質の低い妊婦健診に起因していると算出されている。農村部の施設分娩率は 42.3%で
あり(NBS Tanzania, 2010)、半数以上の女性が自宅で伝統的産婆（TBA）と出産しているが、TBA
は医療教育を受けておらず、合併症が起こっても、搬送のタイミングが遅れることが課題となっ
ている。 
現在でも高度医療へのアクセスが限られたタンザニアにおいてまず必要なことは、基礎的な

妊娠期のケアを確実に提供することである。求められているのは、プライマリケアを提供する者
への基礎的な医療教育で「ケア力」を高め、それによって予防、早期発見を徹底することである。 
 
２．研究の目的 
妊産婦死亡率の改善が喫緊の課題であるタンザニアにおいて、妊娠・出産に携わる助産師には

継続教育の機会が非常に限られる、もしくは皆無である。本研究の目的は、助産師が妊産婦の合
併症予防・早期発見するケア力を強めるため、Information and Cmmunication Technology (ICT)
を活用し、1)合併症に関する知識、2)予防を強める助産ケア、3)早期発見チェックリスト、を組
み合わせた eBook（PC やタブレットで読む教材）を開発し、教育効果を評価することである。必
要な知識を自ら習得・復習し、ケアに反映できるよう、先行研究で開発した教材の動画や、日本
の助産師のケア方法と危険なサインを検索できる汎用性の高い内容とし、対象地域での効果を
確認後、国全体やアフリカ他国への発展できる教材を開発する。 
 
３．研究の方法 
1)eBook コンテンツの作成：現地の医療者にとってわかりやすく、妊婦に直接使用もできるコン
テンツを作成するため、紙芝居教材にスワヒリ語の音声を付け、スライドショーの形で動画化す
る。その中で際立たせたい合併症の危険なサインはリスト化し、それだけでチェックができるよ
うにする。助産ケアのコンテンツは、タンザニアのニーズと文化に合う内容を現地助産師とワー
キンググループ(WG)を作成して選定し、申請者が英語でまとめる。ワーキンググループで英語か
らスワヒリ語へ翻訳する。ソフトウェアを使用して eBook を作成し、タブレットや PC にインス
トールする 
2)妊婦を対象としたベースライン調査：eBook を導入する地区において２つの施設を介入群、コ
ントロール群とし、介入群の助産師にアプリを導入するが、導入前にそれぞれの施設に妊婦健診
に来た妊婦に病院の出口調査にて、ベースライン調査を実施する。 
3)eBook の使用方法について、現地医療者に説明：医療者は病院にて、eBook の目的を説明する。
閲覧ページ、使用回数は、ソフトウェアによって自動で記録されるように設定する。 
4)妊婦が受けた指導、ケアの変化を調査：eBook 使用開始から 1か月後、同じ対象施設にて、質
問紙を用いた評価と、eBook の使用回数の確認を行う。 



5)使用者への教材評価：使用者に教材評価（わかりやすかった/わかりにくかった内容、役に立
った/立たなかった内容、もっと学びたい内容など）を依頼し、教材の評価を行う。 
 
４．研究成果 
 2017年度、先行研究課題で作成した教材を電子化するため、タンザニアの研究協力者との会
合を行い、現地助産師のニーズに合う形を探索した。元々は電子ブックの形で作成しようとし
ていたが、タンザニアでは未だ電子ブックを読む文化にないため、アプリ化した方が使いやす
いということがあり、アプリ化する方向でコンテンツをまとめた。2016年に新しく発行された
世界保健機関(WHO)の"WHO recommendations on antenatal care for a positive pregnancy 
experience"に沿い、妊婦健診は妊娠期間中８回を推奨し、その８回で助産師が検査、保健指導
すべき内容について、「なぜそれを行う必要があるのか」「どのように行ったら良いのか」を示
すようにまとめた。WHOのタイトルにもあるように、妊婦健診をポジティブな経験にすること
で、妊婦健診受診率を向上させる目的がある。コンテンツの作成後、それに合わせたイラスト
を、タンザニアの文化や慣習に合うような形で、例えば妊婦をアフリカ人のイラストにした
り、食事をタンザニアにある食材で描くなどを注意しながら作成した。また、アプリの完成後
に、アプリを使用したことによる助産ケアの変化を評価するため、ベースライン調査、アウト
カム調査として収集したいデータの内容をまとめた。 
2018年度は、前年度に計画したアプリを作成し、教材部分のコンテンツはアプリ化すること

ができた。そのアプリがタンザニアで機能することを研究協力者であるタンザニアの助産研究
者の携帯電話により確認した。WHOガイドラインをイラストや動画によってわかりやすく伝え、
実際にケアに用いる時の「How to」を示したアプリは助産師たちに非常に喜ばれ、活用した評
価研究の協力を約束した。 
 

 
（2021年2月 第25回国際遠隔医療学会発表資料より） 
 

 その後、文化人類学者と「タンザニアの女性にとってより健康だと考えられる助産ケアと
は」という題材で話し合う機会を得て、開発中のアプリを紹介したところ、アプリを一方向性
の「読むだけ」の教材にとどまらせず、使用者が知識を得たことを確認でき、さらに新たな内
容を相談、追加できるような双方向性の機能、イメージとしては掲示板やソーシャルネットワ
ークのような交流機能を持たせた方が、よりアプリを活用してもらえるのではないかというア
イディアを得て、評価研究を実装する前に、アプリをもう一段階発展させることを計画した。 
 2019年度は、アプリにコメントや「いいね」ができる形式にアプリを変更するため、キャス
タリア株式会社の提供するGoocusを採用した。コンテンツの移行後、タンザニアと日本におけ
る研究倫理審査の追加審査を終え、8月に研究チームがタンザニア訪問にて現地調整を行い、共
同研究者にデータ収集先での許可取得、アシスタントの確保等の現地フィールドでの調整を依
頼した。共同研究者と研究実行に必要な機材と費用を具体的に相談し、現地での研究遂行がで
きる様に準備した。2月にもう一度渡航をしたことで実証研究のデータ収集がスタートでき、１
施設24 名の助産師にアプリ導入とプレテストを終え、妊婦に対するベースライン調査としての
出口調査を遂行した。導入後１ヶ月間のアプリの使用率は継続して高く、アプリ使用者と研究
チームがアプリ上でコミュニケーションを行うことで遠隔でのディスカッションが進み、タン



ザニアの助産教育における遠隔教育の実行可能性と、助産師の認識について一定程度の理解を
進めることができた。コロナ禍で中断したコントロール群のアウトカム調査のデータ収集が残
っていること、取得したデータの分析、論文作成に時間が必要であるため、研究期間の延長を
行った。 
2020年度、タンザニアにおける新型コロナ感染症第一波の収束後はデータ収集の許可が降り

たが、日本から研究者が渡航することは不可能であったため、現地の研究協力者にデータ収集
を実施してもらった。収集したデータを分析し、論文を１本投稿し、もう１本執筆中である。
また、アプリを使用した助産師に、アプリの使用感（わかりやすかった/わかりにくかった内
容、役に立った/立たなかった内容、もっと学びたい内容など）と、今後調査を進めたい助産師
の知る在来知（Local Knowledge）について、フォーカスグループ・ディスカッションを実施し
てもらった。以後そのデータを分析してアプリを改善し、より規模の大きい実証研究に進む予
定である。未だ新型コロナ感染症により渡航はできていないが、遠隔による会議やコミュニケ
ーションのツールの発達もあり、スムーズに遂行することができた。 
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